
掲載数 6

管轄 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 藤沢市立 高１ 特別活動
防災教育
「避難所では」

　予測がつかない行動が苦手な生徒が多い中、災害後には避難所生活を余儀なくされる可
能性がある。そこで、災害後の避難所体験を模擬的に行い、そこでの過ごし方を経験して
おくことで、万が一の時に落ち着いて過ごすことができるように訓練した。

簡易テント
段ボールハウス

2 神奈川県立 小複合 特別活動
健康教育「食
育」

　成長に必要な食べ物について理解するため、栄養管理課長より話を聞いた。まず、当日
午前の調理過程をビデオで見て、昼食で食べたばかりのメニューがこれだけ手をかけて作
られていることを知った。次に、栄養素と「食べ物が身体を作る」との説明を聞き、バラ
ンスよく食べることの大切さを学んだ。入院・入所している子どもたちにとって食べるこ
とは、治療という観点からも重要な意味を持つ。食べやすくするための調理方法や味付け
などにも工夫をこらしていることを知り、「苦手だけれどがんばって食べるようにした
い」という感想が出ていた。最後に、実際に使用している道具を持たせてもらい、その大
きさや重さに驚いて調理する人の苦労を感じ取ることができた。

講師：こども医療セン
ター　栄養管理課長
小学部１～４年生

3 神奈川県立 中３ 特別活動
防災について知
ろう

　いざという時のために、各自学校に持ち込んでいる自分の防災グッズを教員と共に確認
した。校外の避難場所について、近隣校外学習の際に避難経路を確認した。防災士による
説明や、災害に関する紙芝居を見て、命を守ることの大切さを学習した。

講師：防災士
・紙芝居
・緊急地震速報音源

4 神奈川県立 中２ 特別活動
後輩のために楽
器をつくろう

　中学部の生徒たちが、小学部の児童のために音楽で使う「太鼓」を創作する活動を実施
した。中学部にとっては、後輩たちのオーダーを聞き取って創作することで、色や形など
の好み・個性を知ることができた。また、小学部にとっては、先輩たちとのやり取りを通
して気持ちを伝えたり、信頼関係を築いたりすることができた。双方にとって異年齢間の
コミュニケーションを深めるきっかけとなり、お互いのよさを知り、尊重する態度を育む
ことができた。

・おけ、ガムテープ
・オーダー表（色、形
など）
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5 神奈川県立 中複合 特別活動
防災の大切さを
知ろう

  遠足で防災センターに行き、実際に暴風雨・地震を模擬体験した。また、災害に関する
映像を見てわかりやすく学習した。事前学習ではあまり恐怖感をあおらずに画像やクイズ
形式で防災について学んだ。事後学習では画像や写真を見ながら振り返ったり、コラー
ジュを作成して思い出にしたりした。実際に体験することで、改めて恐ろしさと備えが大
切なのだということを学んだ。

写真、振り返りシー
ト、
コラージュ作品

6 神奈川県立 中複合 特別活動
防災の大切さを
知ろう

  遠足で防災センターに行き、実際に暴風雨・地震を模擬体験した。また、災害に関する
映像を見てわかりやすく学習した。事前学習ではあまり恐怖感をあおらずに画像やクイズ
形式で防災について学んだ。事後学習では画像や写真を見ながら振り返ったり、コラー
ジュを作成して思い出にしたりした。実際に体験することで、改めて恐ろしさと備えが大
切なのだということを学んだ。

写真、振り返りシー
ト、
コラージュ作品


